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研究概要 3

・花巻市の充実したスポーツ施設と温泉宿泊施設を活用したスポーツ合宿の開催
・「対話」を通じて強くなる特色ある合宿の構築

花巻市には全国屈指の規模を誇る「石鳥谷ふれあい運動公園」をはじめとした充実し
たスポーツ施設と東北有数の温泉地で多くの温泉宿泊施設があるが、平日の利用率が少
ないため、平日にスポーツ施設と温泉宿泊施設を活用したスポーツ合宿を企画し、地域
活性化を図る。

プロジェクトの目的

実証実験として、「対話によるチームが強くなる合宿」メニューを構築し、高校女子
ソフトボールチームを対象に「石鳥谷ふれあい運動公園」を活用した合宿を開催し、検
証を行う。

プロジェクトの概要

・市事業としての恒常的な取り組み
・ソフトボール以外のスポーツへの合宿展開
・地域の方、市職員のファシリテーター養成
・温泉宿泊施設等地域との連携強化

プロジェクトの展開



研究概要（ソフトボール合宿） 4

・参加する全ての人・団体がＷｉｎ－Ｗｉｎの関係にもなる合宿の仕組みづくり

花巻市

👉合宿誘致
👈来花者増加

イメージ向上
施設有効活用

温泉施設

👉合宿受け入れ
👈稼働率向上

温泉ＰＲ

富士大学ソフトボール部

👉チーム指導
👈大学ＰＲ

部員増

👉練習・試合参加
👈他県チーム交流

チーム力向上
遠征費用削減

👉チーム指導
👈チームＰＲ

ファン獲得

👉体のケア等講習
👈スキル向上

業界ＰＲ

👉ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講師
👈スキル向上

👉ルール講習会

試合審判・運営
👈ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ活性化

ソフトボール協会

柔道整復師会花巻支部

日本リーグソフトボール部地元ソフトボール部

合宿参加ソフトボール部
メリット
・選手意識改革
・強豪チームの指導
・チームの一体感向上
・聖地といわれる会場での
練習・試合

・ソフトボールに集中でき
る環境

・他県チームとの試合
・温泉での静養
など

市職員

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiekMqi1MngAhUvyosBHRJhAAMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.sozailab.jp/sozai/detail/15614/&psig=AOvVaw0IXS4-0BnRwPj9y-V-5y9G&ust=1550729566426689
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://nd2nd.info/ndwp/wp-content/uploads/2017/07/333b13479878ef01c25e4cfc919c4314.png&imgrefurl=http://nd2nd.info/ndwp/softball_others.html&docid=z-W2h1CfZBtM5M&tbnid=j6skMhLs-VhBLM:&vet=10ahUKEwi5jMjFgevgAhVWFYgKHQ1vBG0QMwhpKB4wHg..i&w=795&h=795&bih=651&biw=1366&q=%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%AB%E7%84%A1%E6%96%99%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwi5jMjFgevgAhVWFYgKHQ1vBG0QMwhpKB4wHg&iact=mrc&uact=8


■充実したスポーツ施設

5研究背景

・陸上競技場 全天候型

・総合体育館 バレーボールコート６面

・スポーツキャンプ村 サッカーコート４面

・野球場 高性能スコアボード

その中でも、８面のソフトボールグランドを

備える「石鳥谷ふれあい運動公園」
は全国屈指の施設

花巻市の自慢「温泉の多さ」
・花巻市の西部、奥羽山脈の渓谷沿いに
湧き出る花巻温泉郷

・長い歴史のある秘湯から近代的なホテ
ルまで個性も泉質もいろいろ

・ 充実したスポーツ施設、石鳥谷ふれあい運動公園は全国屈指のソフトボール施設
・ 東北有数の温泉地で温泉宿泊施設が充実している

■東北有数の温泉地

利用者が少ない平日を有効活用しまちづくり



研究背景 6

• 花巻市はソフトボールの強豪校が多数
• 求められている夏休み期間の岩手での強化機会

■新チームを強化をする場が求められている
・中学校、高校は６月に３年生が引退し新チームに移行
・夏休み期間、北東北では高校女子ソフトボールの交流大会等がない
⇒ 市内高校は、福島県、群馬県など他県で行われる交流大会等へ参加

■ ソフトボール女子、各世代に強豪チーム
【学校別女子ソフトボール部の2018年度の主な成績】
・西南中学校 東北中学校新人大会 準優勝（東和中学校と合同チーム）
・花巻南高校 インターハイ岩手県予選 ベスト４
・花北青雲高校 岩手県新人大会 ベスト４
・花巻東高校 全国選抜大会、インターハイ全国大会出場
・富士大学 全国大会出場多数

■ 指導者も指導方法を学びたい
・公立校の指導者はソフトボール経験者が少ない
・部員の減少、部活動の時間が制限される中、効果的な練習について模索



研究仮説 7

・ 試合の数をこなす合宿は他にある
・ 他に例がない「対話を取り入れた合宿」で花巻ならではの特徴を

■短期間でチーム力を向上するためには
◆やる気になる練習へ
・練習をやらされていると感じてしまうと、早く終わればい
い、手を抜いてもいいとなってしまう可能性がある
・やる気になる練習のためには、練習の意図を理解し、考え、
工夫するなど、個人のモチベーションが上がる環境が必要
・チーム競技では、「組織全体で一つのことを成し遂げてい
く」という感覚が必要

◆「対話」の必要性
・同じ状況を経験していても、その状況の「意味」を共有で
きていないことが多々ある。日頃のコミュニケーションの中
的に見つけ、「意味」を共有することにより、チーム力が向
上していく。
・やる気になる練習にするためには「対話」が不可欠

◆指導者の指導方法は適切か
・一方的な指導では選手の心には響かない
・選手への「問いかけ」により「対話」が生まれる

下意上達で組織の目
的・目標を共有した
うえで、自ら考えて
行動し、発議する。
指導する立場はそれ
を吸い上げて意志決
定を行う。

ボトムアップ



研究仮説 8

• ボトムアップ理論に触れることで、練習に取り組む意識改革と指導者と選手の意思疎通が
向上するのではないか

• 市職員がボトムアッブ理論を理解し、ワークショップの講師を務めることは組織にプラス

ランナーが出たら
バントがセオリー。
１アウト１塁でも
バントだ！

トップダウンで選手はこんな想いをしているかも・・・

相手はバントしか
ないと踏んで前進
守備。エンドラン
の方が・・・

足には自信がある
から盗塁したいな
あ・・・

ボトムアップ理論に触れたならば・・・

選手共通の想い
言いたくても言え
ない。言ったら試
合に出してもらえ
ないかも。

ランナーＡ君

バッターＢ君

話し合って選手
の意思を統一

攻撃は多彩に。強
豪に勝つには大胆
に。そのためにそ
れぞれの選手の特
性を伸ばす練習を
しよう。

ランナーＡ君

バッターＢ君

ピッチャーの癖は
盗んだ。監督に
「盗塁したい」の
サインを出そう！

転がして内野の間
を抜いてやる。監
督、エンドランの
サインを！

みんな考えなが
ら練習してきた。
ここは選手を信
じて勝負！失敗
したら俺の責任
だ。

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://putiya.com/img/sport/baseball02/baseball02_d_07.png&imgrefurl=http://putiya.com/html/sport/baseball_01_12.html&docid=bId-P55lEPqdJM&tbnid=EnwV4Q23UU9aZM:&vet=10ahUKEwidl9PGhf_gAhWG7GEKHdSGCjwQMwipASgUMBQ..i&w=795&h=791&bih=651&biw=1366&q=%E9%87%8E%E7%90%83%20%E3%83%90%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%BC%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwidl9PGhf_gAhWG7GEKHdSGCjwQMwipASgUMBQ&iact=mrc&uact=8
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://sportspedia.info/baseball/rule/wp-content/uploads/2018/05/%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%88.png&imgrefurl=http://sportspedia.info/baseball/rule/tourui/&docid=-K2TWlpuyFv4wM&tbnid=vA5bLcG7lVmywM:&vet=10ahUKEwj2mpKahf_gAhWSIIgKHSX1BTAQMwh3KBswGw..i&w=197&h=234&bih=651&biw=1366&q=%E9%87%8E%E7%90%83%20%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%8A%E3%83%BC%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwj2mpKahf_gAhWSIIgKHSX1BTAQMwh3KBswGw&iact=mrc&uact=8
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi9_Nqqhf_gAhUVMN4KHSUwCLoQjRx6BAgBEAU&url=http://sportspedia.info/baseball/rule/tourui/&psig=AOvVaw2PqcZm0mpQDmxZTQHRnjnC&ust=1552563856000422


研究仮説 9

・ 花巻のチームのチーム力向上、温泉施設の稼働率の向上につながるのでは
・「対話」を学ぶ、身に着けることで、まちづくりにつながる

■ 花巻のチームのチーム力向上、温泉施設の稼働率向上

・地元チームのチーム力向上
地元チームの参加は、県外へ遠征せずとも県外チームとの試合や交流
「対話」を学ぶことによりチーム力の向上

・温泉施設の稼働率向上
温泉施設を宿泊先とすることにより、温泉施設の平日稼働率向上

■ 「対話」合宿の効果

県外参加チーム
・花巻の印象ＵＰ
・将来、花巻に足を運ぶ

市内参加チーム
・チーム力向上
・学校で対話

参加スタッフ
・「対話」スキル習得
・仕事や地域で「対話」

「対話」でまちづくりを活性化

「対話」の合宿参加



【補足】関係団体へのヒアリング（2019年５月～６月） 10

• 市及び県ソフトボール協会の協力体制を得られる
• 首都圏への営業は現段階では困難。東北地域をターゲット

○関係団体へのヒアリング

【ヒアリングの相手方】
・花巻市ソフトボール協会
・花巻市ソフトボール協会
・花巻市コンベンションビューロー

花巻市の取り組みへの意見

・平日の審判等の派遣等、協力可能
・市民にふれあい運動公園へ足を運んでもらえる取り組み
・ソフトボール人口が減少傾向であるため、高校生男子、中学校、スポーツ少年団の支援
をしてもらえるならば他県協会との調整等協力する
・首都圏への営業は旅行会社を通さないと難しい。料金徴収・支払いも旅行会社に任せた
ほうがトラブルがない
・遠方から花巻に合宿に来るのは大学が多く、強化指定されている部で大学の支援がある
ところがほとんど。そのため、観光はせず練習に集中している
・屋外スポーツであれば雨天時の練習場確保が重要
・ターゲットをどう絞るかが重要
・練習＋試合の組み合わせ



【補足】大学・高校ソフトボール部指導者等へのヒアリング（2019年５月～６月） 11

• 合宿では練習＋試合ができるプランが必要（強豪チームが入っていると魅力）
• ふれあい運動公園で県外の高校と試合ができるのはメリットが大きい
• 雨天時の練習場確保が必須

○大学・高校ソフトボール部顧問・指導者等へのヒアリング

【ヒアリングの相手方】
・富士大学女子ソフトボール部監督
・盛岡大学女子ソフトボール部監督
・花巻東高校女子ソフトボール部監督・顧問
・花北青雲高校（監督・顧問
　副校長）
・花北青雲高校（現役選手父母）
・花巻南高校（顧問・コーチ）

・富士大学と合同練習ができるとメリットがある。アップの仕方も勉強になり、基礎をしっかりと教えてくれる。
・指導者のつながりもできるのでぜひ実現してほしい
・雨天時、体幹トレーニングや理論講習、ルール講習などがあれば良いと思う。

・費用が掛からずに県外の高校と試合が出来るのは魅力的。応援にも行ける
・中学校も遠征に行くので、中学生を対象に企画してもよいかと思う

・８月初旬は大会がないので、ふれあいである程度のレベルの高校が集まって試合ができるのであればとてもメリット
がある
・温泉に宿泊できて１泊6,000円ほどであれば納得する金額ではないか
・試合をたくさんしたいと思うチームが多いかと思う
・日本代表オリンピックメダリストで社会人チームの監督を務める方を講師に技術講習会を行ったことがあるが、スポ
少・中学校の指導者が50人ほど参加した

花巻市の取り組みに期待すること

・社会人など強豪チームと対戦する機会。８月東日本インカレ前後がベスト
・合宿と大会（市長杯など）の組み合わせ

・整体師のケア、栄養士のアドバイス

・スポ少の活性化
・補助金制度



【補足】温泉宿泊施設へのヒアリング（2019年５月～６月） 12

• 閑散日の団体客の宿泊は魅力。学生団体の受入ノウハウがある
• 宿泊料金は２泊３日で12,000円、３泊４日で18,000円ほど

○温泉宿泊施設へのヒアリング

【ヒアリングの相手方】

・市内温泉宿泊施設２施設

学生団体受入状況・
夏休み期間中の宿泊状況

花巻市の取り組みに対して 宿泊料金設定

・土日祝日の大会時に学生団体を受け
入れているのでノウハウはある
・８月10日～20日頃は一般客で混み合
う。上旬と下旬は宿泊が少なく、平日
の稼働率は２～３割ほど。

・閑散日に団体客に宿泊してもらえるのは
魅力
・お湯の良さ「元湯」をアピールする機会

平日２泊３日
又は３泊４日
であれば、
１泊２食付きで5,500円ほど
であれば可能

・夏休み期間中は７月下旬から８月10
日頃まで陸上競技場や体育館の設備が
整っているので、高校の陸上部やバ
レーボール部が合宿に来る。
・８月中旬のお盆期間は一般客で混み
合う。

・３か月ほど前に予約してもらえれば部屋
を抑えられる

高体連料金で対応している



ソフトボール施設として全国屈指の規模を誇る「石鳥谷ふれあい運動公園」の利用率
が少ない平日の利用と花巻温泉郷の稼働率が少ない平日を組み合わせ、中堅チームが殻
を破って強くなるきっかけとなる「チームが強くなる合宿」メニューを用意し、平日に
合宿が可能な夏休み期間に中学校・高校・大学のソフトボール部合宿を誘致による地域
活性化及び競技人口が減少傾向であるソフトボール界へ貢献する。

研究プロジェクト内容 13

プロジェクト内容

慶應大学大学院の助言のもと、市内の指導者、ソフトボール協会等の意見を伺い対話
を取り入れたメニューの考案・実践・検証を行い、「強くなるためのメリットをもたら
す合宿」の仕組みを構築する。

魅力ある合宿メニュー構築

・ また参加したいと思う「チームが強くなる合宿」魅力ある合宿メニュー構築
・ 地域資源（スポーツ・温泉施設、地域の中学校・高校・大学、ソフトボール協会等）の活用

○ R1年度合宿メニュー
・「対話」の講習会
・選手のみで行う練習試合
・対戦校と混合で行う試合後のワーク
ショップ

・富士大学ソフトボール部による指導
・日本リーグ審判によるルール講習会
・岩手県柔道整復師会花巻支部による
体のケア等の講習会

○ R２年度合宿追加メニュー
普段の各校の練習や練習試合では行うことがな

いメニュー、近隣チームではなく他県チームが参
加する合宿だからこそ行えるメニューの追加
・チームをミックスし、戦術を要するゲーム
・試合動画を利用し、各場面での状況判断講座
・指導者向け研修（部活動へ対話を取り入れるに
あたって）
・職員ファシリテーター養成塾の開設
・オンライン合宿の企画
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・宿泊能力が多く送迎が可能な金矢温泉を宿泊先として、８月４日（日）～６日（火）に北東北
高校女子ソフトボール６校５チームが参加

○参加校 ６校５チーム（指導者９名、部員69名（マネージャー含） 計 78 名）

指導者 部員 計 備考

岩手県立花巻南高校 ３名 １８名 ２１名

岩手県立花北青雲高校 ２名 １３名 １５名

専修大学北上高校 １名 １１名 １２名

青森県立弘前実業高校 １名 １９名 ２０名

秋田県立能代松陽高校 １名 ５名 ６名 連合チーム

秋田県立湯沢翔北高校 １名 ４名 ５名 連合チーム

○協力団体
・花巻市ソフトボール協会（審判員、ルール講習会講師）
・富士大学女子ソフトボール部（技術指導）
・公益社団法人岩手県柔道整復師会（からだのケア講習会講師）

○合宿内容

全体のファシリテーター 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 山口 覚 特任教授

１日目 ２日目 ３日目

・趣旨説明、対話の技術について説
明
・対話の技術練習
・富士大学女子ソフトボール部技術
指導
・１日の振り返りワークショップ

・選手のみの練習試合２試合（試合
前・試合途中ミーティング）
・選手のみの練習試合を振り返る
ワークショップ
・ルール講習会、からだのケア講習
会

・練習試合２試合
・３日間の振り返り
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１日目

対話の技術練習

趣旨説明、対話の技術について説明、
対話の技術の練習
【対話のルール】
① 耳を澄ませて聴く
② 否定も断定もしない
③ 答えは１つと思わない
④ 沈黙を歓迎する
⑤ アイデアをつなげる

富士大学女子ソフトボール部技術指導

・ 打撃指導
・ ポジション別守備指導
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2日目

選手のみの練習試合・ワークショップ②

■試合後の振り返りワークショップ
・対戦相手と混合（通常の試合では行われな
い経験）
・ＫＰＴ分析「Keep（成果が出ているので
継続すること）、Problem（問題があり改
善が必要なこと）、Try（新しく取り組むべ
きこと）」の説明を行い、そのことを意識し
た対話。

ルール講習会・からだのケア講習会

■ルール講習会

・講師 日本リーグ審判員

■からだのケア講習会

・講師 市内整骨院院長
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３日目

練習試合

■２日間の学びを生かした練習試合
・選手のみで取り組むチームも

３日間の振り返りワークショップ①

■チーム毎に３日目の試合の振り返り
・キャプテンがファシリテーター

３日間の振り返りワークショップ②

■チームをＫＰＴ分析
・チームのＫＰＴ分析表を作成

３日間の振り返りワークショップ③

■指導者へのプレゼン、対話
・ＫＰＴ分析の内容を指導者へプレゼン
・指導者との対話
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新聞掲載記事

○ 岩手日報（令和元年８月６日） ○ 岩手日日（令和元年８月７日）
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・事業の検証と今後の展開を検討するためのアンケート調査
・参加部員の対話への苦手意識が減少した

■部員アンケート内容
・対人意識アンケート（合宿前、合宿終了後）
・内省的アンケート（１日目、２日目、３目目終了後）
・合宿内容別および今後に向けてのアンケート

■部員アンケート結果

・初対面の人と話すのは得意な方ですか？

合宿開始前 合宿終了後 増減

得意 ４．２％ １０．１％ ５．９㌽⤴

どちらかと言えば得意 １３．９％ ３４．８％ ２０．９㌽⤴

・年上の人に言いたいことが言えますか？

合宿開始前 合宿終了後 増減

言える ２．８％ １０．１％ ７．３㌽⤴

どちらかと言えば言える １８．１％ ３０．４％ １２．３㌽⤴

R1（2019）年度実証実験実施（ミニ合宿開催による検証）
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・対話を繰り返すことにより人と話すことへ前向きになっていく様子が感じられた

R1（2019）年度実証実験実施（ミニ合宿開催による検証）

この合宿をやる前は、本
当に他者と話すのは苦手
でさけてきたが、今回で
自分は話すことができた
ので自信になりました。

いつも、遠慮して本音を
言えなかったけど、今回
の合宿を通して、少しだ
けど意見がいえるように

なりました。
自分が積極的に
しゃべっていて
びっくりした。

初対面の人と話す
ことが楽しくなっ
た。第一印象との
ギャップなども自
分の中で楽しめた。

できるだけ会話
を続けようとす
る自分がいた。

■部員アンケート結果（自分の内面の変化）

対話によって相手のこ
とが分かるし、考えが
分かるので、部活だけ
でなくこれからもずっ
と大切なことだと思い

ました。

1人1人が対話を
意識することで言
いやすい環境に

なった。

先輩に思った事を
話すことができて、
チームの勝利のた
めに一歩近づけた

と思う。
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・指導者からの評価は概ね好評
・ややスケジュールが過密

R1（2019）年度実証実験実施（ミニ合宿開催による検証）

■指導者アンケート内容
合宿内容別および今後に向けてのアンケート

■指導者アンケート結果
○合宿の日数（２泊３日）は適当ですか？
・長い １
・適当である ６
・短い １

○温泉宿泊で費用いくらが理想ですか（２泊３日の場合）
10,000円～15,000円が望ましい

○参加校を公募した場合参加を希望しますか
・希望する ７
・内容を見直し（充実）するならば希望する１

○対話を取り入れた合宿の感想
・選手のみの試合の振り返りがとてもよい。手法などもっと充実してほしい。
・短期間で話す内容が変わった、成長を感じる
・部員のみで行う練習試合では普段の戦術と異なる戦術を用い、後で理由を聞いたところ
明確な回答があり驚いた。今後は部員との対話をもっと取り入れていく。

・スケジュールがやや過密で、せっかくの温泉宿泊なので温泉にゆっくり入りたい
・指導者も勉強になる
・冬期間に合宿を行ってもよいと思う。グランドが使用できない期間のモチベーションが
上がる。
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・合宿３か月後、県外参加校を訪問しヒアリング

R1（2019）年度実証実験実施（ミニ合宿開催による検証）

チームの変化（部員）

・KPT分析をミーティングに取り入れ、内容が濃くなった。

・２年生中心に話しを進めていたが、１年生も話すようになり一体感が強くなった。

・試合でミスしても積極的に声掛けをするようになった。

・練習を朝集まって選手が今日は何のために何をやると練習内容を決めて監督に報告。

自分自身の変化（部員）

・母親とけんかすることが少なくなり、母親が疲れているときは、何か手伝おうと思う
ようになった。

・自分のことばかり主張していたと気づかされた。相手の話を聞くことができるように
なった。

・学校への送り迎えでありがとうと言うようになった。今までは当たり前だと思ってい
た。感謝の気持ちは話さなければ伝わらない。

・いろいろなことを話すようになった。親は自分に興味がないと思っていたが、自分が
親にほとんど話さなかったからだと思った。

・母親と些細なことでケンカをしていたが、前よりもソフトボールのことや学校のこと
を話すようになって、仲が良くなった。
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・「対話」の合宿内容をブラッシュアップし、事業の継続、拡大を図る
・ソフトボールに限らず「対話で強くなる花巻のスポーツ合宿」

2019

2020

2021

・県外から３校参加予定（ほかにも参加問合せ複数）

・新たな取り組みを企画（独自メニュー・オンライン）

・市職員ファシリテーター養成講座を企画

・対話の合宿の効果及び需要があることを確認

・１回の合宿で、県外参加者50～80名を見込める

・スポーツ振興課と共同事業

・他競技への拡大の検討

・ファシリテーターの養成に注力
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

・４か年のスケジュール

関係機関調整 調査・立案・実施 実施・検証 実施・検証

2018.12～2019.3
関係機関と事業の基本
構想について協議を行
い調整
・花巻市ソフトボール協会
・岩手県ソフトボール協会
・大学・高校ソフトボール部
・花巻市観光協会
・各温泉組合

・市関係機関（観光課・ス
ポーツ振興課）

・花巻市体育協会・花巻市ス
ポーツコンベンションビュー
ロー

2019.4～2019.8
合宿メニューの考案
合宿ニーズ調査
・石鳥谷ふれあい運動公園
で開催される大会に参加す
る高校・大学に合宿ニーズ
（時期・機関・費用等）調査を
行う。

2019.8
高校女子ミニ合宿（２泊
３日）
・東北地域４校（新チーム）を
予定。合宿終盤は地元校も
参加した練習試合。

2019.10～2020.3
翌年度事業立案（規模・
対象拡大）

2020.4～2020.7
合宿企画、参加校募集

2020.8（中止）
高校女子ソフトボール合
宿（２泊３日）
・コロナウィルス感染症が県
内で発生したため中止

2021.1（中止）
高校女子ソフトボール合
宿（２泊３日）
・コロナウィルス感染が拡大
しているため中止

通年

スポーツ振興課と共同
で事業を行い、2022年
度からの事業化を検討
・他のスポーツ合宿検討

・市職員ファシリテーターの
養成

・実施方式の検討（直営又は
実行委員会）

20022.1
高校女子ソフトボール合
宿（検討中）


